
弘
司
ウ
市
開
反
蝿
ま

R費
二
E
u
dト
八

F
万
一
一
元
川
口

マ
向
給
飼
料
佐
一
監
向
上
特
別
対
策
事
業

セ
ン
タ
ー
新
壊
事
業
ご
摺
五
千
百
一
一
百
一
一
一
十
九
万
一
一
千
河

、
補
助
金
一
千
二
百
汗
八
十
万
七
千
百

万
プ
十
月
十
-
一
層
小
学
校
校
合
薪
故
揮
、
崇
蕃
A

マ
家
旺
由
説
県
事
業
・
乳
生
育
成
預
託
事

マ
市
民
持
続
脳
神
経
外
掛
外
来
診
務
室
学
校
校
舎
薪
故
挺
、
花
水
小
学
校
校

業
補
助
金
九
前
九
十
中
心
月
京
市

マ
公
営
住
培
(
開
掛
か
丘
日
四
十
八
〕
戸
一
敬
惨
事
業
二
千
百
十
一
一
一
万
円
舎
新
改
築
、
花
氷
小
学
校
校
舎
薪
ぷ

マ
土
地
渓
民
事
業
一
一
槽
一
平
九
百
三

と
回
転
車
鱈
場
ほ
か
)
建
設
事
業
ニ
マ
消
防
施
設
務
情
思
議
六
千
五
宵
九
築
、
金
出
小
学
校
校
脅
新
期
開
、
勝

十
一
万
円

樟
怠
ナ
九
百
五
十
五
万
孟
千
円
十
九
万
二
千
円
原
小
手
持
校
舎
お
下
内
晶
講
堂
兼
罵
内

寸
農
世
戸
近
代
侶
合
理
化
詩
金
等
利
子
補

マ
公
間
態
備
潮
干
潟
r
A苧
中
山
H
七
十
万
救
助
工
作
車
購
入
、
防
火
点
そ
っ
新
運
動
掲
新
築
、
な
で
し
乙
小
学
校
講

耕
補
助
金
一
一
千
臼
二
十
二
万
河

内
設
、
そ
の
也
常
萩
出
内
浅
場
品
新
築
、
土
日
出
小
学

マ
閣
時
村
総
合
艶
煽
モ
デ
ル
事
業
実
施
計

四
十
謝
川
公
繍
控
婦
、
概
川
信
公
開
出
ワ
布
〈
:
噛
安
八
世
議
設
郁
子
轄
衛
手
法
九
千
枚
移
転
用
地
異
収
、
を
の
他

開
制
鯖
フ
寄
託
事
業
八
白
一
一
一
イ
八
万
五

吉
帯
構
、
高
峰
山
公
園
前
常
備
、
謂
賀
公
八
白
九
十

k
u
h円
マ
中
学
校
整
荷
車
治
五
億
八
千
九
白
ニ
ヨ

昨
同
額
整
備
、
湘
一
間
←
冊
目
広
援
護
、
持
マ
公
安
刈
問
刑
事
業
七
困
二
十
八
万
六
八
十
八
万
四
千
円
ヰ
ド

マ
前
業
抗
興
対
情
交
付
金
二
千
六
白

出
方
白
ほ
場
韓
議
、
そ
ち
間
干
円
開
発
公
封
建
夜
の
開
会
由
民
以
(
神
泥

問
一
向
寸
中
盤
施
設
資
収
一
憶
一
千
円
百
八
マ
老
人
霧
器
費
ほ
か
老
人
福
祉
喜
一
校
校
舎
・
山
城
中
学
校
概
念
四
万
一

Z

寸
魚
研
治
成
工
事
費
四
百
万
円

的
る
十
四
万
七
千
円
九
摺
六
千
六
百
一
万
九
千
円
大
野
中
平
崎
段
短
整
備
、
そ
の
他
マ
漁
港
整
薦
問
(
日
い
船
岸
拒
出
向
ヱ
古
学
)

Z
Z
其
下
京
遊
撃
妻
、
三
十
四
億
ヤ
障
害
者
福
祉
一
一
一
橋
一
千
二
十
一
芳
マ
幼
権
問
等
茂
樹
読
書
室
一
裏
一
一
一
千
高

護
つ
六
千
四
重
一
←
一
万
五
千
円
五
千
円
徳

k
u千
邸
百
六
サ
四
万
円
マ
勤
労
会
強
轄
賞
事
業
一
櫨

λ千
六

韓
協
…
記
事
議
議
事
業
一
億
八
千
マ
要
保
護
、
護
保
護
兇
重
義
各
マ
喜
善
議
翼
翼
一
一
憶
六
一
百
一
一
十
七
万
円

ι
努
五
百
万
円
種
扶
助
一
一
平
吉
七
十
八
万
六
千
円
千
汽
在
一
一
十
八
万
九
千
円
円

V労
働
右
金
議
封
筒
(
南

r
d金
)
九

同
町
天
神
謀
、
真
ゴ
笠
、
山
下
努
一
、
ャ
襲
撃
校
通
学
介
助
お
よ
び
一
特
殊
学
芸
詫
皇
室
施
設
議
室
干

A会
万
円

ら
く
徳
写
実
都
市
下
水
崎
重
親
量
介
助
事
業
苦
十
六
高
一
コ
不
問
主
十
二
万
円

i
i
i
i
i
f

z

五
議
議
事
業
一
扇
九
千
香
量
産
喜
善
摂
補
助
金
石
折
、
露
国
青
年
の
家
主
整
備
、
お
援
護
霊
当
時

J

j
u
j
u
引
七
十
二
万
六
千
円
五
二
百
円
十
九
万
九
志
門
ち
び
っ
子
広
絹
新
設
/
和
総
出
問
開
閉
山
榊
細
父

君
ぎ
不
調
谷
禁
路
ほ
か
改
館
、
震
枝
マ
民
一
問
要
所
寄
託
扶
知
事
児
童
錯

3
i
i
i
i
j
i
j

九
訪
れ
れ
銅
器
対
羽
付Y7

街
路
マ
笠
木
四
億
八
千
三
十
凶
万
一
一

君
主
遺
書
店
警
備
、
そ
喜
重
七
霊
主
語
十
六
万
立
…
嬬
持
続
議
開
ω
日

の
他
八
千
円
〆
れ
問
料
斜
路
料
総
務
総
桜
町
、

=
l

d
l
i
i
z
g
S
E
E
-

時
人
一
号
線
改
良
、
平
坂
海
障
紫
野

マ
道
路
新
設
由
民
事
業
五
摺
李
一
ニ
マ
金
援
資
間
関
章
改
築
童
日
マ
中
失
業
-
古
代
化
設
時
賞
金
利
子
補
綿
立
品
交
差
妻
費
削
担
金
、
事
人
一

}
間
五
十
九
万
一
切
一
千
円
徳
一
千
四
百
二
十
一
一
方
)
千
円
助
金
プ
ナ
八
百
二
十
万
九
す
円
号
制
用
地
質
収
、
宗
匂
丸
品
鯨
街
地

真
J
Lバ
岡
崎
綿
ほ
か
道
路
改
員
、
側
首
持
門

V

死
活
保
諸
戸
扶
助
費
八
億
九
千
八
百
ヤ
中
小
金
雲
市
拙
対
簡
(
湾
託
金
)
買
収
、
そ
の
他

新
設
、
ま
の
地
四
十
一
万
四
千
円
一
一
[

一
ド
マ
河
川
整
備
翠
荊
一
千
八
百
万
円

マ
ロ
み
収
鏡
出
弔
問
主
橋
事
業
問
千
六
マ
牛
活
敬
語
翠
舟
住
宅
新
築
資
金
貸
付
門

V
商
工
会
議
所
会
館
建
設
貨
補
助
金
下
の
別
措
国
改
催
、
河
内
川
護
臣
改

百
二
十
万
円
量
一
千
八
百
万
円
笈
千
万
円
(
補
助
金
池
鋪
}
摺
円
白
内
)
多

昭
和
五
十
里
草
書
に
あ
鍵
セ
ン
主

l
u
g

に
着
手
す
る
こ
た
、
動
重
量
露
と
し
で
早
く
忠
誠
出
銭
嘉
誠

y
b

副
読
む
駅
間
J
Z
J

官
、
産
業
ま
つ
り
開
催f
f
a
事
業
十
四
億
一
一
一
喜

一
つ
丈
は
、
混
ぜ
返
め
て
い
る
重
と
巳
そ
一
白5
5
2
c
S

設
が
待
ち
望
主
て
川
島
封
語
講
鰐
憲
君
宗
踏
襲
謀
議
日
語
一
一
千
六
百

E
F
A
7

弓

高
H
E

主
し
て
社
主
だ
重
度
中
に
は
完
成
さ
せ

4
2

号
室
と
来
年
度
の
二
か
年

6
2
E
C

寄
り

F

ド
い
え
言
語
議
事
業
構
宝
石
下
回
リ
宮
路
舗
装
会
造
主

の
輪
開
織
を
中
心
と
し
た
施
簡
を
盛

D

で
す
。
ま
た
、
災
害
な
ど
に
鋳
え
て
、
君
事
貰
℃
行

5
E
E
J

工
事
ヤ
窓
休
日
急
鼎
Z
M
判
所
お
よ
び
保
健
ヤ
小
学
校
整
事
業
十
九
樹
九
千
九
八
十
八
万
内
千
円
事
、
建
物
そ
の
地
約
金
移
転
震

を
式
し
だ
と
の
具
佑
的
な
予
算
り
げ
於
助
J
r
mデ
ゑ
購
入
す
る
の
も
一
時
二
櫨
一
中
古
四
十
万
円
の

2
D
…
熔

ぷ
立
て
と
し
て
、
横
っ
か
り
同
棋
を
つ
の
話
題
と
い
え
ま
や
し
よ
う
。
一
一
エ
一
ハ
白
八
十
万
円
主
立
よ
し
ま
し

社
会
環
員
一
づ
〈
司
教
育
v
t
v
説
明
清
一
一
→
年
安
に
引
き
品
続
い
て
校
舎
の
新
改
築
こ
の
よ
っ
に
記
市
づ
〈
り
の
据
揮
を

f
b

、
面
禁
経
済
環
持
づ
〈
白
、
部
門
店
内
運
動
場
の
新
串
ぷ
主
な
も
の
と
な
今
勾
度
も
議
祝
的
に
す
す
め
る
こ
と
に

環
境
づ
占D
が
そ
れ
で
すP

り
ま
す
が
、
先
生
の
で
し
て
児
童
・
坐
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
予
算
田

地
域
住
民
の
生
活
に
直
接
つ
な
が
る
徒
の
研
持
、
勉
強
の
埠
と
し
て
期
待
の
科
長
別
か
ら
み
た
割
問
り
合
い
も
、
五
十

J生
活
讃
演
づfD
H
で
は
、
公
閣
の
大
き
い
ゼ
恨
称
性
育
会
館

d
D
新
築
事
一
一
一
年
度
町
内
詩
的
経
費
割
タ
ム
ロ
い
一
一
七

痛
に
ζ
と
し
も
力
を
え
れ
て
い
ま
す
涜
賞
、
せ
れ
に
、
土
曜
の
号
泣
地
ば
に
・
五
叩
に
対
し
て
、
二
九
七
万
叩
と
役
諸

v、
公
持
下
水
道
も
五
十
一
一
→
与
度
の
倍
設
け
る

M

仮
称
琵
日
目
比
一
青
少
年
一
の
中
部

N
施
摺
の
趨
極
製
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

)
事
業
遺
棄
込
ん
で
い
妻
。
ま
た
没
霊
長
害
計
上
ぞ
い
会
も
お
主
主
行
う
に
は
、
市
債
主
主

一
京
町
簡
と
し
て
の
排
水
路
整
碕
只
今
年
喧
の
沢
弘
正
碕
勧
告
℃
一

7
0
y
p
)

に
な
り
ま
す
が
、
将
来
に
向
け
て

沼
校
語
、
谷
川
校
線
な
ど
を
中
心
に
持
業
経
持
母
措
づ

f
p

で
は
、
放
牧
む
社
会
資
本
投
下
と
も
な
る
も
の
で
す

す
め
ま
す
。
潟
に
悩
む
都
市
農
業
日
し
の
競
と
し
て
、
か
ら
、
み
な
草
ん
のE湾
解
会
話
回
開
い

福
祉
環
境
づ
〈
旦
で
は
、
市
民
持
議
今
町
皮
が
ら
始
め
る

H

乳
ヰ
育
成
預4
2
レ
示
7
0

H

仮
聡
休
包
昌
国
態
診
暗
所
お
よ
び
保
事
議

d
が
ユ
…
一
1
Fな
も
の
で
す
。
ま

(4 月

昭
和
五
十
四
年
度
の
一
般
会
当
初
予
算
出
一
百
五
十
二
龍
五
平
万
円
、
特
別
会
計
之
口
め
た
市

金
訟
の
予
算
強
調
は
五
百
三
十
八
儲
七
千
忍
自
~
一
土
万
七
手
円
で
出
発
注
仇
し
た
。
録
保
の
見
通

し
は
ま
だ
ま
だ
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
予
算
の
踊
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
山
問
所
内
市
に

お
き
ま
し
て
ゆ
り
節
約
と
お
金
主
が
し
て
使
一
う
美
ヂ
呼
び
か
け
安
し
た
。
ま
た
事
業
の
展
審

h

と
印
度
閣
の
世
帯
広
量
刑
が
わ
か
り
よ
い
よ
ち
に
、
必
設
な
績
を
で
き
る
か
ぎ
り
汚
初
予
算
へ
計
上
し
が
あ

私
与
時
庵
予
算
の
特
徴
な
す
。
で
は
そ
の
あ
ら
ま
し
か
紹
介
し
で
み
ま
し
ょ
う
。

J、

t主

生計~IJ予算額

一般会計 232憶50， 000チ円
特別会計 248悟68 ， 569 千円
競輪事後 156憾54， 103千汚
国民健康保険事誕

41憶31 ， 30ひ千円

都市改道事業 14憶39， 110千円
下水道事業 34億64.215千円

豊業共済事業 97 ， 746千円

金問セン虫- 31 ， 184二子PJ
2弘通災警共済事業 32， 486 千円

土産物地方向成事長

18， 223千十弓

病院琴持続決計 37憶56， 648千円

合計 538癒75， 217千円

一般会計揖入予算額内訳
市税 摺99， 142千円、38.6勾〉

国庫支出会 36憶98， 359千円(14， 6指コ

諾収入 26憶61， 71f千円00， 5符コ
同僚 ]6憾88， 7∞千円: 6.7符〉

県支出金 8 倍 76， 79]千円( 3.5拶〉

使用料及己ぜ=叡ヂ 4髄31. 860千戸J( 1. 7舟〉
分担金及ぴ負氾金 2憶52， 827千戸]C 1 ， 0勾〉

そø也 8塘40， 602千円( 3， 3舟〉

一世会計請出予算額内訳

教育費 56撞94， 488千円(22.6舟〉
民主主焚 50憶92， 78.1千円(2江 2特〉

土木費 憶'51， 04C千円(17.6%)

説、持費 z7憶10， 052千F'l(l O， 7舟〉

衛生党 22憶74， 171千円( 9.0舟〉
公債章受 1;:)億29， 852千円( 6.1舟〉

栴紡党 9憶9モ;， 027千円( 3， 9侍〉

農林水産業主を 7棺38， ]83千円( 2， 9帯〉

詩支出金 部@30， 224千円仁 2， 5勿〉

簡工芸者 4髄03， 733千円( 1. 6舟〉

ヲヲ働費 3憶64， 051千円く1. 4舟コ
議会費 3樟15， 395千匹lC ]. 2舟〉

予備費 50， 0明D"f"月C 0.2弔〉

日出!!ijjiji 南駒話題1jiiiih注品店主F
iiiiiyjih加藤津機jj;;!! まいさん倒
iiijii1;!?iii ijji!jfi;i!ii j!jii!?ijii 
1jji!iij!;i!日!!iiijj!?iiiiZii;!jJ中立子そこに



三
月
定
例
市
議
会
が
一
→
万
一
日
か
ら
二
十
一
一
百
ま
で
白
日
科
玄
関
か
れ
、
昭
和
五
十
内
年
度
内
予
算
が
決
ま
っ
た
。
〈
一
面
で
紹

介
の
と
おb
〉
ζ
白
ほ
か
、
使
用
料
や
手
執
料
な
ど
の
』
引
き
上
げ
安
門
心
的
と
し
た
「
到
民
健
康
保
険
相
条
例
の
一
改
定
」
ゃ
「
市
立
幼

時
刊
閣
の
保
育
料
等
の
徴
収
に
闘
す
る
条
例
白
改
記
」
な
ど
の
条
例
改
涯
と
、
「
不
酷
聞
記
比
の
取
得
」
な
ど
二
十
四
議
案
が
上
程
さ
れ
た

が
審
議
の
結
巣
、
す
べ
て
成
東
ど
お

D

可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
蹴
踊
既
終
け
の
一
ニ
…
十
一
コ
三
一
ユ
一
同
日
川
に
は
「
悶
定
簡
副
按
舵
副
務
明

ι

期
の
特
例
「
仁
L関
す
る
晶
畏
〈
例
の
改
毘
」
ふ
布
や
叫
叩
、
寸

t
十
三
年
度
一
般
金
計
補
正
予
算
」
な
ど
六
議
繋
が
泊
巡
地
加
提
案

4古
百
日
口
〕
れ
れ
た
が
、
こ
れ
も
原
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叫
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壁霊祭絡霊提案/潟濁娘密行政令ン費一宮(22) 2711 
0法控相談銭月第 2 第 3 金曜日 13時-1車時〈予約制〉

やその他の拐談 毎月教育相談、交通事故招談、掃人就業援助
相談を行っていますe

o東市合間相談 4 Jl27日 13時-18時平器駅北口交醤鴎

〈治律椙談、 交i毒事宮古相談、 県段、 市政一般椙談など〉

守護社会童室内務談室室菅(~)おお
ゐ盟己ときと相談。毎週月騒日く章第5 控除013碍-15帯

母子相談・平目、 9時-1器時30分・

茨庭問主翼相談・平日、脅時-16時

事時3万ト-161時@土瞳司 9時30分-12時
訳受け吋廿 1::<相続開拙持閣から

7有E主務談室室/市役所を雪(23)

一般的問相談. 5 月 813 (火曜日) . 13時-16時 人数に俗限がある(13持交付〉

人権主主位栢誠， 4 月17臼・ 5 月 113 ・ 15日〈火曜臼〉 ー 13倖争-16時
行政苦情相調・ 4 Jl 17日・ 5 月 1 日・ 1513 (火曜日〉移 13時-16持

管記相談温 5 月11日 E金曜日) ， 13時-16時

宅地主主物相談・ 4 月羽田〈火種目) '13時--16時 人数に待隠があるcl3時交付〉
住宅相談. 4 月17日〈火曜日) '13時-16時
鼎関考案〈特許〉相談 '5 Jl 7 日〈月盟国) .10時-15時

下請取引巡回あっせん・ 4 Jl19日〈木穏日3 ・ 131時3日分-1開寺
定例年金相談明 5 月1013 (木摺臼〉勿告時部長-16時

時費生活相談， 4n18B .25日 .10時-15時

ぷ少年相談 e 平日、思時-16時@常設〈青少町議〉

毎週月曜日 '101時'-16時 交ぜ霊安全時金(市民セ7ð<~芸誌〉
号宮話甘辛念式h::! :i-?1?:1 教育街究所相談室
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投票翼E寺僚 <f高華寺~午後号待
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投真耳目当釘仕事や、やむをえない旅行等

で投累所に行〈 ζとができないとき。次

の盟;閣に選挙管理歪i員会で不在占投票が
できる。

e期間 4 月 12 El ~4 )'J218 
投票時間午前8時給分~午後5持

そなえておこうこれだけは

⑧衣類

下着付人 1枚〉、靴下亡厚手のもの3
シ-y 亡 2牧〉、軍手、雨具〈携帯用ピニ

」ん製) i!'ヤ y ケ、毛布帯。

⑧霊主主主薬品
?肖蕗路、胃腸薬、かぜくやすD、目薬、

包帯、脱脂貯など。

担当選路補搭課電童話23--1111内樺404
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E金白地区3

4 月17日亡火コ、 18 日 Cフjて3 片岡自治会
。 19日くオコ f1:.ij!自治会

E旭地底3

4fl208 C金〉 雨在日治会

_.日 C:i:) 的活ゴム社宅 :可沼只塚

住宅
,p 23日〈月〉 下山下自治会

(,; 248 (火〉 上山下自治会

�' 26B (木〉 万田自治会

?-' 27日〈金〉 出縄自治会
&> 28 日〈土〉 根坂間自治会

5 月 1 日〈グ0 、 2 日(オ<) j河内自治会
_. 4 日〈金〉 公所自治会

78 C月〉、 88 C1<l徳延自治虫
910臼〈木コ、 11日亡金〉鐙自治会

E金問地区1

5 月 128 C土コ 長瀬町内会

5 月14日 UD 長持町内会

<9 15 日 E火〉 飯島自治会

'" 15 羽仁ソ0 λ野町内会
�' 16tヨ α0 寺島津星町内会

派以下次時でお知らせする。

く〉とさ 5 月 13認〈

日夜 型時半-11時半日時-14時半

4 月訪日〈月3 万E日01'号館離公所自治会館
l' 17日仁火〉金自公民館 農協北金童撞

ヂ 18日〈京〉須賀公匡議官 須賀公民館

fr 19臼〈木〉プミ神寄木神社 量豊田公民館

。 20臼〈金〉回村^坂神設業中原公民館
ρ21 臼 G二〉八幡公民館 一一

!" 23日びお月見町公器 lZlJ十瀬JII公豊富
&- 24日〈火〉誠訪町会館 海陣地区間「会館

25 日 ClI<)金限公民館 構内公箆宣宮
.;� 26日(木〉九百公民法皇 加公民館
_. 27 日〈金〉徳延神社 主青島公民主宮

* 28 臼 E土〉北向観音f霊 山一一
5 月 1 日 E火〉花京公民館 花ガく公E三銀

ク 28 (ガO 松原公民館 一一
�- 78 (月〉平謹保健所 平塩保健所

骨受け付け碍f習を離苧して、必ず大をおさえら
れる方が会場へつれてくる@

く
号

Yをヲ令官女官ヲ令官食会合官

お母さんも旗振り

松が丘ソj、学校PTA抄外J時噂委員会では、平塚市交通安金

協会拾が丘支部などの協力を博て、去る 3 月27 日 fよい'FCði

交通安全教室J を開いた@入苧時廓の交通事故防止にと、理署
校ιωそつづけているもので、今年社特に通学時間、守に合わぜ
て、新入学児の通学予行演E

行ったのが特徴。

当日は、通学時務こ合わせて 2∞人の親と子が自宅からそ
れぞれのコ}スを令当宜までき伝いたもので、 途中危ないとこ

ろ、交差室点での心得など認と子が話し合い礎め合っていた@
また、毎朝地区白ポイント端点にお母さ八ノたちが交代で立っ

ととから、奇年からはじめた fお母さんの旗振り鞭望書j が好
評であった。一一車の切れ自をみて動作者大きくーーなど、

熱Jむに親密にはげんでおられた。

内容曜日講姉
守茶 道 火曜日安忠尚子

く〉集会場所 玉手塚市土産七蕗王室
φ受付時鶴件前 9時-11時

母会社の帰担に気軽にイ司か学んでみたL 、@
密主主主苦の矢耳管や教書章者高めたい@

骨信頼できる友達がほしい。

そんな晶なTこのためにでき聖たのが青年教室。

。華 道 9 小山車登

笹写真 ヂ 渡部底男

φ時込み 4月28 臼 C土〉ま寸
』プメンバ」由民名、男女、

φ要参加費 緩渉6∞問、グル-l1' 1入3∞丹、

細人 800fヱ]
φ問い合わせ先 霊童話55-5880 (宇佐美宅3

φ申込み 4月288までに市青少年課へ。時間は午

前昌時30分~午後自時 30分ーまで@ただし土曜日は
午後2持までe

・毛 筆 ク 宮本女子嬬
・…味史教撞 木曜日随 時
・ベン宇 火曜日向田 巌

・桂 厨 タ ノト主主公子
・手工芸 木曜日久保田敏子
・料理 ク 浦野貞子

• Lノタ JJYグ 9 主主餐 信

く〉学習期筒 5 月-55年 2 月

中学習臼鵠1 回・午後5時~

く〉資格
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県毅耽県議セン丘一亡l之、捨て犬による野

Zたの増加と犬によるf己主筈在防ぐた伊〉奇も

択の日程で不用りく応巡回収容を行う。

さ呂田、犬を仕jされる方は f印かんJ 犬の

鑑札往射餌禁J と笈:た手慌を持葬のうえ

品場へお仕妨げを.なお、収容車の捧密時間

は 55ゴ腐なのでおまち7引いのないように@

5 月の巡@]収容臼 5J守 12箆〈ニ七〉
曹 20 松原ι民館 10' 20 富士見公民主E
号， 40 須賀公民館 10' 50 だ公民館
10' 00 花水台民館 11 : 15 古沢公民館
昨用犬応五;炉以空7σ、企援が 4 月から設更に

なってむ ξc あまち1， むむないように;K出古3

o:rをa

ぎ 5 守 13 鎚〈努〉
商事夫中止

集会場所 号待平塚駅改札o煎

く〉こコース 平場事，=;J切原駅ニ犠之沢駅ー
原主予知E学長一場ノ峰ー;j，筆記泣くずtiJーノ百鼠駅

z平援軍Rü吋子距離約lOkm)

同軽装で運動華 t (キャラパンシュ}ズコ、

弁当、水筒、安当選費約7曲同程度Cf!-1惑を。

o申し込み 害加希望者は当日所定の時簡

ー多封rrに家~Êìずること。委参加申し込みはい
らないe 部胃課 31-3060 

言廷でも自由却1))担できるロ朝日はパス

ケット、パレ」、パドミY トジ、卓王求。

パドミントジ、卓球のラケ" }、♀ノマトノ午、

ボーλ，は各自持;)'$るa

0 4fl 16 認(Jヲ〕
05il 認〔月〉
く>5 月初認(月〉 グ

*4 月16日仁丹〉は鰐 3 月曜日です相

なお、運動ぐっ〈よばき〉と凝動のでき

る服装で参加することe

午後 1 時~皐時



決あしなか〈そ、うむ〉を作ろう
品書史学習V}}~ズNo.31一一一

. ß[ì年 5 月20 日午前1明寺~午後 3時

・申しみ 5 月10日までに往復はがきで博
物館へ。定員20人、多数のときは拙ぜんe

女デッサン教窓会員募集
・期間 5 月以降、来春 3JJまで。

.t-':l時毎月第 2土・日曜日午前川時~午後
4時

・定員 30入、ただし、先着版。←鍛明女

・申し込み年閣をとおして会員になること
を原良1]とする。往復はがきに住所、氏名、

年齢、電誌を記入のうえ、 4 JJ2う日までに
博物館へ。

女注文書撃講読会会主義募集
・期間 5 月以降、影響 3 月までe

e 日時起月第 1 ・ 3土曜日午後 2時から午
控4時まで。

・対象 一般男女仁高杉乙三割以上) 30人先誉版
・申し込み往復はがきに住所、氏名、年齢
慾話を記入し、 4月25日までに博物館へ。

安説然観察会
初夏的自然をたずねて(高藤山〉
'8時 5 月20日今前 9時から今後 3時

τな号央E覇会 C新着暁腐紹介〉
05 月 13臼〈臼) 1α時 14時

「運動不足と緩ì;N，考J カラ- 2自分
f差是tJ常高齢期J 出ラ- 28分

会こども理主酒会
04 月22臼 C臼) 10時 141時
「白蛇伝 i カヨーアュメ」ショジ 80分

。 5 月初日 CED 1眠時 14時
「す」カスっ子大ちゃんJ 児童註劇U 46分

女登録について
市内に在住、在考人在学の方はどなたでも

歪設基できます。

はじめで登録されるときは、住所、民名の

高室認できるも白〈身分言正邸帯、学生宣E、生徒

寺三帳、運転d邑許証、探険震など〉をお見せく

ださい。登録されると利用券を 4仮お渡しし
ます。との利用券 1枚につき、図書、レコー
ド、紙芝居など 1 点f，l:t 2週間骨 b られます。

小学生以下の万が登鋸するときは保護者の
署名が必要吉ず。年齢吊4隠はあ b ません。 貸

出蜜亡 2階〉とζども主主(1賠〉は向じ利用
券で持還に使えます。
京事司券は 3年間使えますので、紛失しない

ようにお使い〈ださい。
合体棺臼毎週月曜日経月月末祝日 C4
月29日・ 5 月 38 省 5 月旦日〉

官図書贈干254 浅隠匿J12-41電話31→ 415

大やさしい図主主の皇室史
自耳:与以降の庶民の歴史はどんなものだった

むだろうか。そして、今の私たちの暮らしと
の関慌を探っていくと 。

省 4 月 168 C刀く〉から起月第 3 J! 曜日 10弘子か

ら12時まで。一般30人を対訣

会綴と予の交流のっともい
一町一般E盟とレクY 広~ショジー一一
国際泥童年にふさわしい臨南とみんなで業

しむレク]}.:;;.-2.ノョン。
。 5 月 12日〈土〉今二俊 2時tJ '04時までe
a 殺と子80人をさ対象

しのご案内
• 5 汚下部揮しもう f海外旅行を〈変に!均
かつてむ滋外旅行荷入門》、揖きませんかJ

親書白まちを《草燃ゆる史跡をとめぐる〉
・ 5 月の予定特技指導者研搭議院む講1'l!

〈間謀、巽柿軍弓室〈火曜コースコ、油絵〉
• 7 月四予定ム毅と子の交流のつどい〈股E冨
とレク旦ェ」手ノョン〉

民催しものの申し込みは、電話またはお気軽
に来銭安。

古休館日毎週月曜日、 4 JJ298 C8コ、 5
月 38 (*)、 5 月 6 百く日〉
官青少年金暗雲監諮32-7:す



申し込み穏話かハガキで
主主路町9-1市伊誠重構æ識

駕童話 23-'-1111内融259 ・ 260

日~一保健所だよザ-戸崎

φ平塚樺健所〈電話32-{)130)

吉正子喰霊鹿苧民をお持ちくださいe

毎月実施しています。受けやすい

場でお受けください。
童話対象. [麓 1 期1 3@1受ける。

生後 2 識から 4 棋までの幼児。

仁接種間隔は 2 [[-'1 3 痘l とも 3 週間
から 8週間〉

E第 2 期 -1 出受ける。

揮 1 期の 3 照"'が終ってiJ'ら 1年
から 1 勾斗三までの期間に受ける@
〈生按 4 罵までに第 2 際空完了す

るととか望ましい。〉
霊童時間・時3C 力，-._ 15時三とで。ただ

豊富均所・平塚保健所

語調時間・ 13時 -14時まで

[3か月兇鍵診〕
5 月 11 日 54年 1 月 1 日 -10沼生
5 月18臼 54年 1 月 11 日 -20臼伎
5 月25臼 54配 1 月21 日 -31日空

[3 歳児鍵診]
5 月初日 51偲 3 月 1 司 -10自主主

5 月24 臼 51年 3 月11-20日主主

5 月 311i 51年 3 FJ2Hl -31日生

没101!'月から12か月京満白赤ち
ゃんカぢげる健診です。受訟できる

長認で機閣が絞られます@くわしいこ

とは辞任主主貯におたずね〈ださいe

満 1 歳までの赤ちゃんを対象。栄
華髪、生活指導、体重測定等の育児に

跨ずるいろいろな問題をお母さんと

一諸に考える。時聞は 9時3日分-10

時305う母子健農手帳を持事
4 月17 白 神田公民貧富

タ 19日間崎公民館
-p 24日均台民館

-9 26 日>，，11ミミÞèe宮

5 月 1 日調賀公民館
グ 4 日 金印公民館

t/' 8 E-� 土層公民館

タ 11 E-l rr.役所B会議空

タ 15 日 富士見公民館

?-- 17[-j 豊田公民酷

ゃん
合住所 ブミ神1634-3 藤沢信用

金庫本店にお勤めの山I1 限切壬さん
(29議〉と光子さん (30議〉の二

女。現ヂ'f1ûì号、月半で体重10.5キロ、

身長711?、 53年 5 月 24日主主まれ。

生まれてζの;万力ぜひとつひか
ない鍵鹿捜良犯で、何でもよ〈貴

べるよい F。お帥ちゃんのI~子ち

ゃん (2 議〉のブ3が貴べないので

苧をやくそうだ。近げμDおばちゃ

んには、いつも「あ拍子姫J とい

って7かわし、がられている。

月1

24日崇普公民館主E公民館

予夜中央農協二上沢支所

25日 大E王白土己貸与、 横内J岳地集会場

)8(畿日公B:PIi

2B 目 指筏京松原災民館

民金田公民館

-接種当f-Iに潟 3 か月を経過

18カ L月三不満の乳幼児仁満18

t;，月に達しないうちに 2@1の服院

をすませる。〉張主連上E 漣由で受

t筒 4携に遠

5 月中に満 1 縞になるお子さんを
対象に乳幼児品説教室主主と開きまっす毎

日B寺 5 月 llR 12臨与30，沙i!' ら

場所平援館開

なお、母子健雄ず斗kと軍二日用具合

と持事ください。

が~ 戸フ'é '�: WJ 6-6 
堀口 Eヲ院 畠訪回J 30-3 
2乞拡号、院 桜ケ丘ト-1
問問J 19、院 竜城ケ丘 3-37

松楠内~.院西八幡 2-7

校主主ピヘ 山下 266
松出佐毘毛 田村 1.486

松[子'J r之、1川、Y2ぶ E 民 高村 203

議 E鮫 p 院 松良 ffiJ 17-6 
三掃と夕、 E 己 中原 2-.2

比企内斜医院平撮 2.091

矢品保院 見店JlffJ 7-5 
μj 獣医院 桃以前 19-11

μi 主主~院 立野町 1ひ -26

1鳥山岳院 真土 273
長者堂"'c".; '{J-\.除院 議平 16-2日

米原位院 呂村 565

渡辺医院 真土 440
高生良平塚病院 立野町 37-1

虹ケ浜診療所釘ケ訴 15-2

鶴時間 13時30付-1諒待まで。ただ
G)8(印の会J持(j: 14時-1却も

護軍巡回自濯

5 月 9 日 ど科之と民館旭公民館

除山県護協て支庁7
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家族そろって入りましょう
⑧小中学校等でのお入は廃止

54年重からノ']\<'1コ学校、:ÝJ:所住圏、保育闘での
ー箔加入は行わない。家長乏で加入しよう。

⑧料金!ま ・おとな 1 人年額 300円
・ ζ丘も仁中学J位以下) 1∞ 

・老人 (7口語以上〉身障者、

精罪事者 2∞ 

⑧E告し込みは掛金をそえて申し込め
ば、代理人でもすぐに加入できる。市役所、
市内各農協、銀行で受け吋けている。

担当市浸透安全線

限度額 年来り卜事

2む日万円 5.2ら舟他

中ノム企主義者 5∞万円

Z 年i主内 5.5帯以内地
中小企業者 500万円

品百00万円 6.1持白河
500万円 5.75持以内

1000万円 6.1持以内

1000万円 6.3帯以内
3∞0万円 6.5舟以内

資金告を逮

o小企業運転資金
o遼転賞金

協同組合等 1000万円

く〉設構賞金
協同組合等

。不況対簡特別賞金

く〉機械設構等近代化賞金

く〉公害除去設構資金

く〉事業所立地適正化賞金

。融資対象

協間組合

噂で市税の特約がないとと。また、金毘従軍参長喜から耳Z

!J引き停止処分を受けていると対盤とならない。

平援市では従来から中小企業安対

象に週転関取や設備資金などを貸し

付ける f中小企阜三融資自胤受J を設け

ている è'利用を。

⑫申し込み市役所商工諜へ。なお

ζの融資自他に、市または県の融資

倒産を利用した場合に、信用開自下補

勤、ヌ向子補助などむ制度も行ってい
るe

@取自扱い金龍構穏平塚信用金庫

一泊間信fH組合、中持説言問金庫、中栄
信用金庫\事ケ崎信用金嵐

φ問い合わせ先詳しいことは前夜

所商工課く電話23-1111 内観549、

50誌のへおたずむを
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iず節供

今で，~多くの人、あげは疋

月にと思われるでしょヨが、%ゆ

ζのように平塚明辺 δは 5J]の節
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・宇芯甲、などE茸

吉らに近県では、千東県の市E京事

長生郡、言予防県の問iおから変知県

の東部にかけてもこの時期に凧あ

げをしています。

R部喜平まf不当 rtの;文献にも記載i;l

みられ、で'i (1Jl らあることは縫i)，
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供と書〈自が正しい書き方です。

※おたずねは博物轄へC33~5 Jll)

; 
; 

! -♂~ーん21~~、

: 私たちの暮らしの中には
i 苦から伝わ白、続けられて

;一一…た〈さんあります。とうい
うものに日者向け生活の箆

j 史問えてみましょう。 5 月節鰍悦のタコ閉

; 
5 月の端f!干の鮪iJ\むろの服〈タ

f コ〉あげとしては、相快鼠や!'lEé詩

?の大畑町が有名ですが、かつては神
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。巡回日程 4 月22日 f臼) 10時""13持 j日郵使

局あと仁平壇ライオンズタフブコ /4 Pl25 日(水コ
10時~15時東海大学体青会/4月26日げç) 10 
時~15時様洋・東洋歩j 材./5)ヨ 8 日 (y\) 10時

~15時車海大学体育会

一-、ご協力畠哲がとうございました~んザM

同時夫町三宝自治会開京、横内地区自治会96京 高
周説法ぷ続出本、富士J一点ン工業33京、ヲロコ製

所27本、臼本エアーフィノL次 -74末、明製作背726

京、モダYプラステイク工業35:本高砂苔誉京、

臼産車体本社献脱会235;:主

献血者には、健康幸主主主

役立つ肝臓やコレステ
ロ}んなど 5 輔頭のj{U

液検査す}ピス在行っ

ている。

4診がチャンス fすぐ関陣年金課へ

商業統計調査察 25人

紅毛主約、竜耳石可、銭欝7

月 7 自の問に指定古れた

回収するa モ￠他簡単な

観光パス古市白炭ßi置を見て@Jるも施設

見学金、そ今年度も行う。見学を希望さ

れる回体は、お早めにお申し込みを。
主な昆学先大神清掃作業場、粗大 r.
み破砕処理湯、東部ポYプ場、消防総合

冒11諌場、続輪場、学校給食共同調理場、

融市場、窓閥、福祉会館など。

・問い合わせ先市企画室秘欝広報課広

報担当くT EL23-1111内綿314)
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